
 市内各町で、それぞれの歴史を持つ駅伝が開催され、県の市町村

対抗駅伝競走には香南市として初出場。各選手が力走し、たすき

をつなぐ姿に沿道からさかんに声援が送られました。
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■一般の部　夜須中野球部Ａ　   （49分28秒）
■ジュニアの部  
　　　　　　夜須JSC（陸上）Ａ    （56分03秒）

①工藤晃一〔野市町〕（21分20秒）②小松孔明〔夜須町〕（23分56秒）③岡本侑大〔香我美中２年〕（９分24秒）④伊藤光広〔香我美町〕（16分08秒）

⑤千屋和仁〔香我美町〕（28分31秒）⑥山本学〔香我美中２年〕（９分00秒）⑦小松公雅〔夜須町〕（19分04秒）⑧森岡健児〔夜須町〕（24分45秒）

①野町順治〔野市町〕（22分52秒）②柳本高志〔香我美町〕（24分45秒）③藤田椋也〔香我美中１年〕（９分49秒）④山中康司〔野市町〕（18分33秒）

⑤杉野誠一〔夜須町〕（32分32秒）⑥岩﨑圭祐〔野市中２年〕（９分39秒）⑦高橋大地〔夜須町〕（20分33秒）⑧近森弘明〔香我美町〕（26分53秒）

■第７位
　香南市Ａ
　（２時間32分08秒） 
■第24位
　香南市Ｂ
　（２時間45分36秒） 

第20回赤岡町内駅伝競走大会　第20回赤岡町内駅伝競走大会　

  当日は雨が心配されましたが、８チーム32人が

参加し、赤岡小学校を中継点に赤岡町内を４周

する周回コース（1周2.6ｋｍ）でたすきをつなぎま

した。１部、２部ともに４チームの参加で、スポーツ

少年団サッカー部な

ど各チーム一丸とな

り、全力で走る姿に

声援が送られていま

した。

  今年は26チーム150人が参加し、第１走者が

夜須中学校吹奏楽部のファンファーレと共に

威勢よくスタート。各チームの走者が懸命にた

すきをつなぎ、完走しました。夜須中学校グラ

ンドでは、食生活改善推進委員さんたちが温

かい手作りぜんざいで選手たちを迎え「疲れ

た体においしい!」と喜ばれていました。

  室戸市をスタートし、安芸市までのコース

で争う安芸郡市体育会主催の高知県市町

村対抗駅伝競走が25市町村42チームの参

加で開催されました。

　今年初参加の選手や旧町村で走ってい

た人などが集まって「香南市」として出場し

た２チームは合併効果もあり、Ａチームが７

位入賞を果たしました。６区では山本学選

手が区間賞を取るなど、一致団結した成果

が実を結びました。

  　初参加の香南リトルスポーツクラブは、小学校３年生以下
    のチーム。５人で力を合わせ最後まで頑張りました。
    （写真は１年生アンカーの長野由尚くん）

▲

9.2㎞6.4㎞ 6.7㎞ 2.8㎞ 4.6㎞ 5.6㎞ 7.4㎞2.8㎞9.2㎞6.4㎞ 6.7㎞ 2.8㎞ 4.6㎞ 5.6㎞ 7.4㎞2.8㎞

▲海岸沿いの国道55
号を走る伊藤光広選手

競技結果
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  香我美町では、昭和47年に地元の有志らで土佐凧保存

会が結成されました。以来毎年、同保存会（別役朋之会長）

が主催で新春を祝い、土佐凧を守り伝えようと凧揚げ大会

を開催しています。

  この日はあいにく風が弱く、４畳の大凧は４、５人掛かりで

ようやく空へ。会場の徳王子の田んぼでは、大凧に付けた

約100ｍのしっぽを小さい凧で絡め取る「斗桶だし」や凧に

付けた竹かごから景品引換券をばらまく「トバシ」に、親子

連れなど約300人が楽しみました。

新春凧揚げ大会（１月28日 香我美町）
た
こ凧

 

の 

あ
が
る 

ま
ち
土
佐
凧
を
伝
え
る

旧正凧揚げ大会（２月11日 野市町）

お披露目に広げられた百畳凧。
胴骨の長さ16.5m 重さは270㎏にも
お披露目に広げられた百畳凧。
胴骨の長さ16.5m 重さは270㎏にも

▲凧はあっという間に強風に持って行かれ、
どんどん綱を引いていく

▲骨にする竹は室戸まで採りに。軽い凧
にするために、何カ月も乾かしてから使う。
材料を吟味し、すべてが手作業の土佐凧
はどれも格別のできばえ

凧
は
空
飛
ぶ
兵
器
だ
っ
た

　
凧
は
平
安
時
代
に
中
国
か
ら
渡
来
し
、
戦
国
時
代
の
土
佐
で
は
長
曽
我
部
氏
が
兵
器
と
し
て

用
い
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
戦
場
で
敵
陣
ま
で
の
距
離
を
測
っ
た
り
、
遠
方
へ
放
火
す
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手

段
に
と
、
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飛
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兵
器
と
し
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活
用
さ
れ
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い
た
そ
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江
戸
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代
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は
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の
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る
と
凧
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ら
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そ
の
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初
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」
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成
長
を
願
う
な
ど
、
祝
い
事
に
凧
揚
げ
を
す
る

風
習
が
出
来
た
と
い
い
ま
す
。

　
香
我
美
町
と
野
市
町
に
は
土
佐
凧
の
保
存
会
が
あ
り
、
そ
の
時
代
か
ら
伝
わ
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土
佐
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技

法
を
研
究
し
伝
え
よ
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と
活
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し
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。
そ
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。

  野市町土佐凧保存同好会（鈴木勢会長）が主催し、野市

ふれあい広場で開催された旧正凧揚げ大会は野市町の冬

の風物詩。

   32回目の今年も、「トバシ」や「焼きだし」、勇壮に大空を

舞う100畳の大凧を見ようと約1,000人が集まりました。工夫

を凝らしたたくさんの凧が冬空を彩りましたが、朝からの強

風にあおられ、暴れ出す凧に苦戦す

る姿も見られ、さらに午後から強くなる

風に百畳凧の登場が心配されました。

結局、風は弱まらず「中止」が決定。

  会員らの手で「お披露目」された百

畳凧は、来年の出番まで鋭気を養うこ

とになりました。

▼お楽しみの景品は、
お菓子などがたくさん！

▲風が弱くて揚がらず
強くて揚げれず…

とおけ

▲張り子のかごには
大凧を引くマグロ漁
に使うロープ
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